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研究内容 

 

(1) 機械刺激に対する細胞の形態応答の研究 

・超音波刺激と筋管細胞肥大効果の検証 

・機械刺激に応じたコスタメアの構造変化と筋萎縮の関係 

・筋萎縮におけるミトコンドリア・シグナルの役割 

・接着構造の試験管内再構成モデルの研究 

 

(2) ヒト骨格筋の肉眼解剖学的研究 

・人体解剖実習中に発見される変異・破格の解析 

・ヒトの隣接する 2 つの筋間の連結構造が及ぼす力学的・病態力学的影響の検証 
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